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福田研究室の紹介 

交通行動分析・交通経済学 

准教授	
 福田大輔 

１．研究内容 

福田研究室は 2005 年 5 月に創設された研究室
で，今年でちょうど 10 年になる．本研究では，
ヒトやモノの“モビリティ”とそれらの集積がも

たらす“社会システム”の在り方について，主に

解析的・行動科学的な方法論を下敷きとした理

論・実践研究に取り組んでいる．交通・国土・都

市・経済等の関わりについて，少しずつで良いの

で基礎的なことから教員と学生諸君が一緒にな

って現象に対する理解を深め，現実の政策課題解

決のための研究に高めたいと考えている． 
国土交通から個人のモビリティに至る幅広い

領域を対象に，主に解析的・応用経済学的なアプ

ローチに基づいて研究を行っており，具体的には，

(1) 旅行時間信頼性の経済評価と運用，(2) 自動車
保有と利用に関する計量経済学的分析，(3) 歩行
者挙動の計量経済モデルと効率的なデータ獲得

アルゴリズムの開発，(4) 不確実性下での最適な
経路誘導アルゴリズム，(5) 都市鉄道遅延の数理
的研究，(6) ビッグデータ時代の交通調査と需要
予測モデル等の研究に近年は力を入れている．  

プロジェクト評価・費用便益分析 
交通プロジェクトの経済評価において最も大

きなシェアを占める「時間短縮便益」に関して，

その貨幣価値原単位である「時間価値」について，

理論的・実証的な研究を行っている．さらに，旅

行者が平均旅行時間によって測られる速達性の

向上のみならず，定時性（旅行時間信頼性）の向

上にも大きな価値を見出すという側面にも着目

し，その経済便益を適切に計測して事業評価に導

入可能かどうかについても研究している． 

地域間・全国レベルでの交通流動分析 
全国を対象とした広域的・巨視的な観点からの

交通政策分析として，自動料金収受システム（ETC）
が高速道路交通需要に与えた影響の分析や，交通

手段分担を考慮した地域間旅客需要のマクロ統

計分析などを行っている．また，国土交通省道路

局がここ数年来継続的に行っている全国の世帯

を対象とした自動車保有・利用の動向調査の設計

に初期の頃から携わり，そのデータを用いて，我

が国の自動車保有・利用の動向の長期モニタリン

グや行動モデルの構築に取り組んでいる． 

都市内レベルでの交通流動分析 
主に東京都市圏を念頭に置いた都市内レベル

あるいはそれよりもミクロなレベルでの分析を

行っている．具体的には，次期首都圏鉄道網計画

のための都市圏鉄道需要予測モデルの高度化・精

緻化のための研究，都市鉄道の相互直通運転と列

車遅延現象に関する数理的分析，交通ビッグデー

タを用いたアクティビティモデル分析等を近年

の研究テーマとして掲げている．さらに，駅構内

等の混雑空間を対象に，同画像処理と離散選択モ

デルに基づいた歩行者挙動モデルの構築及びシ

ミュレータ開発に長年研究室として取り組んで

いる．さらに近年では，開発途上国における次世

代交通システム導入の意向分析を新たに開始し，

フィールドを拡げている．  

 

旅行時間の変動に起因する移動コストの試算例 

 

世帯の自動車保有・利用に関する離散−連続モデル 
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また，旅行時間信頼性に対する道路利用者の観

点からのシステム開発についても近年重点的に

取り組んでいる． 

国土強靭化のための計画理論 
平常時のモビリティの分析のみならず，非平常

時，特に，地震防災の観点からの基礎的な計画論

についても取り組んでいる．具体的には，計画停

電が首都圏鉄道ネットワークの利便性に及ぼし

た影響の数理的分析，自然災害とマクロ経済成長

の長期動学分析，電力供給ネットワークの脆弱性

分析など，従来の交通の観点にとらわれずに，幅

広い分析を行っている．  

２．教育研究・社会活動等で特記すべき事項 

旅行時間信頼性に関する研究プロジェクト 
� 国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術
研究開発[研究代表者] 

� 科学研究費基盤研究(B)[研究代表者] 
� (財)高速道路調査会助成金[研究代表者] 
� (財)国土技術研究センター[研究代表者] 

受賞 
� 東京工業大学大学院理工学研究科 平成 20 年度 
工系若手奨励賞 

� 第二回米谷・佐々木賞（学位論文部門），社団法
人システム科学研究所，2006年． 

主な社会活動 
� 土木学会・調査研究部門幹事長 
� 土木学会・土木計画学研究委員会幹事，学術小
委員会・幹事長 

� 都市計画学会・都市計画学会誌編集委員会委員 
� アジア交通学会・幹事 
� 計画交通研究会・事務局次長 
� 国土交通省道路局・道路交通の時間価値原単位
の算出手法に関する研究会委員 

� 国土交通省関東地方整備局・東京都市圏物資流
動調査検討委員会委員 

� 国土交通省総合政策局・全国幹線旅客純流動調
査委員会委員 

� 神奈川県都市計画審議会・委員 

� 埼玉県内公共交通網検討委員会・委員 
� 阪神高速道路・整備効果評価指標検討委員会委員 

� 運輸政策研究機構・首都圏都市鉄道需要予測検
討勉強会委員 
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　福田研究室では人間の行動を予測する研究を行なっている。人間は予想外の行動をとってしまうもので
あり、それを正確に予測することはとても困難である。先生はどのようにして人間の行動を予測している
のだろうか。本稿では先生の研究をいくつか取り上げ、実際に人間の行動を予測をするアプローチに迫る。
また、福田研究室の日々の研究が社会にどのように影響を与えているのかについても触れる。

土木工学で変わる人々、
変えていく社会

福田 大輔 准教授　1974年長崎県生まれ。東京大学大学
院工学系研究科社会基盤工学専攻修士課程修了。2001年
より、東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻助
手 (工学部土木・環境工学科兼任 )。2005年より同准教授。

土木工学専攻
福田 大輔 研究室

土木分野とは何か

　みなさんは土木という言葉に対してどのような
イメージをもっているだろうか。道路工事を真っ
先に思い起こす人が多いだろう。しかし、実際に
土木が取り扱っているのはそれだけではなく、建
設分野の多岐にわたっている。　
　土木・環境工学科と同様に建設分野を扱う学科
として建築学科がある。建築学科では建物の設
計・計画をしているのに対して、土木・環境工学
科では、より大規模で公共性の高い構造物に関す
る設計・計画・施工・運用を行なっている。土木
で取り扱っている対象としては、例えば鉄道や高
層建造物、あるいはコンクリートなど構造物の材
料そのものが挙げられる。
　もともと土木という言葉の由来は、築土構木と
いう古語であると言われている。築土構木とは中
国の古典文学である『淮南子』に出てくる言葉で
あり、人々が安心して暮らせるよう国土を整備す

るという意味である。土木分野では、道路工事や
鉄道といったインフラ整備に限らず、環境問題な
ど人々が抱えてきたさまざまな問題に取り組みな
がら国土の整備を行なっている。
　土木の目的としては、大きく3つのことが挙げ
られる。1つ目は社会の質を向上させることであ
る。それは便利かつ快適で住みやすい都市、国土
を整備することだ。例えば、違法駐輪がない駅前
の設計を行なったり、幹線道路を新しく整備した
りすることである。
　しかし、ただ便利で快適な街を作りさえすれば
よいというわけではない。社会には自然災害の被
害を拡大しないような仕組みが求められているか
らだ。2011年に発生した東日本大震災で問題と
なったのは、これまでの震災時のような道路や橋
梁の大きな被害だけではなかった。支援物資の迅
速な供給経路の確立や、復興のための制度づくり
など、すみやかな支援システムを充実させる必要
性が指摘された。このような弱点を克服し、制度

 

遅刻リスク回避型動的経路誘導システム開発 

 

 
計画停電が鉄道ネットワークの利便性に及ぼした影響 


